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審査要旨 
 本論文は、第一部中世文芸の伝承世界、第二部絵巻・絵図の伝承世界からなり、新田義
興怨霊伝承、楠木正成怨霊伝承、頼朝の死に見る怨霊伝承、さらに隅田河畔の伝承、粉河
寺草創・利生譚などを取り上げ、中世のなかで、これらの伝承が生成し、伝えられた歴史
環境を明らかにしたものである。従来、実証史学を標榜する近代歴史学の立場から、伝承
は歴史研究の中で必ずしも重きをなしてきたとは言い難い状況にあった。本論文はこのよ
うな状況の打破を目指し、伝承の意義と伝承の担い手の歴史を究明したものである。 
 先ず、第一部第一章「中世の内乱と鎮魂－伝承世界から」では、治承・寿永の内乱およ
び南北朝期における怨霊の出現を扱い、それぞれの地域における民衆の怨念が深く関わっ
ていることを明らかにし、それが武士層に対する民衆の抵抗であったとする。第二章では
「頼朝の死と橋供養」を扱い、鎌倉幕府を草創した源頼朝の死因をめぐる伝承を追う。御
伽草子などの「さがみ川」が含む真実性を追究し、鎌倉武士の武断的政治が民衆の目には
罪業と映ることを橋供養の豊富な事例から読み解いていく。第三章では、源頼朝の信頼を
得ながら、その死後、たびたびの流罪に遭遇した僧文覚の怨霊伝承を丹念に掘り起こして、
史実との関係を明らかにしている。文覚が神護寺の復興に力を尽くして、寺領荘園の経営
を進めるが、流罪にあったことから後鳥羽院によって所領は没収され、それに執着するあ
まり、ついにまた流罪にあって怨霊化する状況が示されている。中世の土地制度における
荘園公領制との関連で「怨霊化」が分析された点で貴重な論考となっているといえよう。
第五章「隅田川河畔の物語」は本論文中の一つの到達点を示すものであり、第一部におい
て伝承世界における「地域」の重要性を強調する論者は、中世の江戸にとっても大きな意
味のある隅田川をフィールドとして取り上げる。第一節では、主に江戸氏を中心に分析し、
伊豆で反平家の旗揚げをした源頼朝が房総半島に渡り、鎌倉を目指して隅田川河畔に達し
た際、鎌倉幕府の正史である『吾妻鏡』では、江戸重長を帰順させるのにたいへん手間取
ったことが記されているが、『平家物語』では、江戸重長が浮き橋を作ることを命じられ、
さらに室町期に成立した『義経記』では、江戸重長は坂東八カ国の大福長者として知られ、
数千艘の船を動員して浮き橋を完成させ、大軍勢の隅田川渡河を容易にしたことを示し、
ここに室町期以降衰退していく江戸氏の長者伝説を紹介し、その中で交通路の拠点として
重要な隅田川河畔に集まる民衆がこのような長者伝説を支えたことを明らかにした。さら
に梅若伝説を扱い、隅田川河畔が伝承世界で大きな位置を占めることを明らかにしている。
以上のようにこの章は、日本中世の伝承世界、地域伝承を考察する際の一つの研究モデル
となるものである。第六章「幸若舞曲『信太』と常陸国」も第五章の方法論を駆使しての
分析となっているが、全国に及ぶ信太小太郎の伝承上の足跡を明らかにするにまでは至っ
ておらず、東国の将門伝承との関連を中心に分析されているにすぎない。この点では今後
の展開を望むところである。 
 第二部第一章「粉河寺草創・利生譚の検討」では、『粉河寺縁起』の詞書について、諸
本を検討し、大伴氏の氏寺としての粉河寺から一般参詣者を対象とする観音霊場としての
粉河寺へという展開を明らかにする。第二章「『一遍聖絵』と吉備津宮」では、一遍と吉
備津宮神主子息が対決することで著名な福岡市の場面を検討し、一遍に帰依して出家を遂
げたものは吉備津宮神官・巫女集団さらに商工業者が想定でき、神主子息夫妻の出家譚も
これらの人によって伝承が守られてきたものとしている。第三章「伊予河野氏の史実と伝
承」は、『一遍聖絵』を読み解く上で欠くことのできない伊予河野氏の「海の領主」・「陸
の領主」としての特質を明らかにしようとしたもので、一遍自身が二度の出家を遂げる基
点はこの伊予国にあり、その史実の掘り起こしに努めている。第四章「絵図が語る荘園世
界－円覚寺領尾張国富田荘絵図」は、地頭請・萱津宿・堺相論を取り上げ研究史を整理し、
問題点を述べたものである。 
 以上、本論文の特質をまとめれば以下のようになるであろう。中世人が怨霊伝承によっ
て動かされる事実を実証的に解明し、またその伝承を操って生きていこうとする集団を実
態的に分析する。その際に、隅田川河畔や備前国吉備津神社など特定の領域に注目して、
その地の民衆の生活・生業を明らかにして史実と伝承をつきあわせ、新たな歴史像を提示
する。このような視点・方法は、日本中世史研究をいっそう豊かにするものであり、これ
を為し得た本論文は、博士学位を授与するに値するものである。 
 
   ２００６年６月２７日 
       主任審査委員 早稲田大学教授   博士（文学）早稲田大学    海老澤 衷 
 早稲田大学教授   文学博士（早稲田大学）    深谷 克己 
 早稲田大学助教授  博士（文学）早稲田大学   久保 健一郎 
 
